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【
概
況
】

　

東
京
市
場
の
カ
ン
シ
ョ
の
入
荷
動

向
を
過
去
10
年
（
07
年
対
17
年
）
で
対

比
す
る
と
、
数
量
は
５
％
増
え
て
単
価

で
も
12
％
高
く
な
っ
て
い
る
。
新
品
目

で
の
成
長
株
は
少
な
く
な
い
が
、
カ
ン
シ
ョ
は

〝
古
い
品
目
〟
に
お
け
る
代
表
的
な
成
長
株
の

ひ
と
つ
。
伝
統
的
に
千
葉
、
茨
城
が
周
年
供
給

で
き
る
２
大
産
地
で
あ
る
こ
と
も
変
わ
ら
な

い
。
６
月
か
ら
８
月
ま
で
の
高
温
期
は
少
な
い

が
、
９
月
か
ら
10
月
が
収
穫
期
で
市
場
入
荷
も

ピ
ー
ク
に
な
る
。
今
年
18
年
は
年
明
け
か
ら
前

年
同
月
比
増
が
続
い
て
い
る
。

【
背
景
】

　

カ
ン
シ
ョ
の
入
荷
が
増
え
て
い
る
の
は
、
生

産
が
拡
大
、
も
し
く
は
意
欲
的
だ
か
ら
だ
。
か

つ
て
カ
ン
シ
ョ
と
い
え
ば
、
鳴
門
金
時
や
ベ
ニ

ア
ズ
マ
な
ど
ホ
ク
ホ
ク
系
の
品
種
が
主
流
で
、

業
務
用
需
要
や
消
費
者
も
、
関
東
で
は
ホ
ク
ホ

ク
感
を
好
ん
だ
。
し
か
し
、
10
数
年
前
か
ら
、

安
納
芋
な
ど
高
糖
度
で
ネ
ッ
ト
リ
系
の
品
種

が
、
焼
き
芋
、
ス
イ
ー
ト
ポ
テ
ト
ブ
ー
ム
を
喚

起
し
、
茨
城
で
は
シ
ル
ク
ス
イ
ー
ト
な
ど
焼
き

芋
用
品
種
を
開
発
し
た
が
、
い
ま
は
九
州
か
ら

関
東
ま
で
、
高
糖
度
の
べ
に
は
る
か
が
広
範
囲

に
拡
大
し
て
い
る
。

【
今
後
の
対
応
】 

　

新
品
種
の
カ
ン
シ
ョ
が
こ
こ
ま
で
急
成
長
し

た
の
は
、ま
ず
品
種
と
し
て
の
優
良
性
が
あ
る
。

紅
は
る
か
は
、
バ
ラ
ツ
キ
が
大
き
く
小
芋
率
が

高
か
っ
た
安
納
芋
を
〝
は
る
か
に
〟
上
回
る
と

い
う
ネ
ー
ミ
ン
グ
と
さ
れ
る
。
そ
の
品
質
の
高

位
安
定
性
に
加
え
て
、
10
数
年
前
か
ら
ス
ー
パ

ー
店
頭
な
ど
に
「
焼
き
芋
機
」
が
置
か
れ
、
焼

き
立
て
販
売
方
式
が
定
着
し
た
か
ら
だ
。
商
品

が
少
な
い
春
ま
で
の
期
間
、
小
売
店
で
は
こ
の

焼
き
芋
販
売
が
売
り
上
げ
を
補
填
し
て
い
る
と

も
い
う
。
キ
ー
ワ
ー
ド
は
「
美
味
し
く
食
べ
さ

せ
た
」
だ
。

【
概
況
】 

　

東
京
市
場
の
サ
ト
イ
モ
は
、
10
年

前
よ
り
３
割
近
く
減
っ
た
が
単
価
は

17
％
程
度
高
く
な
っ
た
。
９
月
か
ら

急
増
し
て
年
末
ま
で
増
え
続
け
る
。

冬
場
の
煮
イ
モ
で
あ
る
。
東
京
市
場
に
お
け
る

主
要
産
地
は
埼
玉
が
45
％
で
１
位
、
千
葉
が
29

％
で
続
く
。
07
年
当
時
は
入
荷
量
の
14
％
が
中

国
産
だ
っ
た
が
、
い
ま
や
３
％
程
度
。
17
年
に

お
け
る
生
鮮
品
輸
入
量
は
約
４
０
０
０
ｔ
、
そ

の
う
ち
東
京
市
場
に
入
荷
す
る
の
は
わ
ず
か

６
％
だ
。
水
田
の
後
作
で
新
規
導
入
さ
れ
た
も

の
も
、
各
地
か
ら
少
し
ず
つ
出
て
き
た
。

【
背
景
】

　

10
年
間
で
３
割
近
く
も
入
荷
が
減
る
と
い

う
現
象
は
た
だ
事
で
は
な
い
。
こ
の
数
字
だ
け

な
ら
サ
ト
イ
モ
は
衰
退
品
か
、
と
も
見
え
る

が
、
一
方
で
は
消
費
者
は
サ
ト
イ
モ
好
き
で
あ

る
。
芋
煮
会
の
類
は
各
地
に
あ
り
、
煮
物
系
の

総
菜
の
中
で
も
、
サ
ト
イ
モ
は
多
用
さ
れ
て
い

る
。
国
産
は
地
場
需
要
が
強
く
な
っ
て
あ
ま
り

広
域
流
通
し
な
く
な
り
、
生
鮮
で
は
な
く
皮
む

き
さ
れ
て
水
煮
し
た
も
の
や
、
脱
気
包
装
、
あ

る
い
は
す
で
に
総
菜
加
工
さ
れ
た
も
の
な
ど

中
国
産
の
「
サ
ト
イ
モ
加
工
品
」
は
４
万
～
５

万
ｔ
は
あ
る
と
い
わ
れ
る
。

【
今
後
の
対
応
】

　

い
ま
、
輸
入
品
が
多
い
業
務
加
工
用
野
菜
を

国
産
に
転
換
し
て
い
こ
う
と
い
う
動
き
が
活
発

化
し
て
い
る
。
し
か
し
キ
ャ
ベ
ツ
や
長
ネ
ギ
の

よ
う
に
、
総
数
が
大
き
い
品
目
で
は
な
い
た
め

に
、
契
約
的
取
引
に
結
び
付
き
に
く
く
、
ま
た

生
産
の
た
め
の
労
力
、
ノ
ウ
ハ
ウ
も
必
要
で
、

サ
ト
イ
モ
の
国
内
生
産
は
な
か
な
か
増
え
な

い
。
国
産
と
輸
入
品
と
の
明
確
な
品
質
格
差
は

な
く
、
業
務
加
工
需
要
者
は
手
軽
に
必
要
量
だ

け
注
文
す
る
だ
け
で
済
む
輸
入
品
を
重
用
す

る
。
国
産
拡
大
に
は
機
械
化
、
品
種
改
良
な
ど

生
産
構
造
改
革
が
必
要
だ
。

10
月
に
入
っ
て
、
よ
う
や
く
安
定
し
た
秋
が
来
た
。
今
年

の
９
月
の
暑
さ
は
非
常
に
特
別
だ
っ
た
。
野
菜
類
は
全
般
に
、

東
北
か
ら
関
東
に
つ
な
ぐ
夏
秋
野
菜
は
暑
さ
に
負
け
て
不
作

や
遅
れ
が
激
し
い
産
地
が
ほ
と
ん
ど
で
、
供
給
が
不
安
定
、

高
値
、
輸
入
増
と
い
う
現
象
が
継
続
し
た
。
そ
う
し
た
状
況

を
抜
け
て
よ
う
や
く
秋
。
秋
は
ホ
ク
ホ
ク
と
美
味
し
く
て
貯

蔵
性
も
あ
る
土
物
類
な
ど
の
収
穫
期
だ
。
果
菜
類
で
は
夏
場

に
生
育
し
て
養
分
を
蓄
え
て
秋
が
本
番
の
カ
ボ
チ
ャ
、
土
物

で
は
カ
ン
シ
ョ
、
サ
ト
イ
モ
、
ナ
ガ
イ
モ
も
待
ち
に
待
っ
た

収
穫
期
で
新
物
が
出
回
る
。
地
下
茎
が
食
用
の
こ
れ
ら
の
野

菜
類
は
、
比
較
的
気
候
の
変
動
に
は
強
い
。
秋
に
楽
し
み
な

野
菜
類
の
動
向
を
み
て
み
よ
う
。

カンショ
古
い
品
目
で
も
こ
の
10
年
で
成
長
。
美
味
し
く
食
べ
さ
せ
た

11 12（月）10987654321

量
（ｔ） （円／㎏）

2007年数量
2007年単価

2017年数量
2017年単価 価格 

2007年       28,125t
2017年       29,477t
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11 12（月）10987654321

量
（ｔ） （円／㎏）

2007年数量
2007年単価

2017年数量
2017年単価 価格 

2007年       10,563t
2017年         7,726t
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い
つ
ど
こ
で
買
っ
て
も
お
い
し
い
。
技
術
移
転
の
成
果

【
概
況
】 

　

東
京
市
場
の
ナ
ガ
イ
モ
は
、
10
年
間

で
２
割
の
入
荷
減
、
そ
の
一
方
で
単
価

は
07
年
対
17
年
で
は
88
％
も
高
く
な

っ
た
。
17
年
に
つ
い
て
は
天
候
災
害
な

ど
の
要
因
も
あ
る
が
、
そ
も
そ
も
、
ナ
ガ
イ
モ

は
17
年
の
入
荷
量
は
前
年
よ
り
14
％
減
っ
て

12
％
高
、
16
年
は
前
年
よ
り
12
％
減
っ
て
17
％

高
と
、
３
年
続
け
て
減
少
し
て
高
騰
す
る
パ
タ

ー
ン
を
継
続
し
て
き
て
い
る
。
そ
の
た
め
07
年

と
15
年
を
比
べ
る
と
入
荷
量
は
８
％
減
程
度

に
と
ど
ま
る
。
な
お
18
年
の
入
荷
量
は
17
年
よ

り
か
な
り
増
え
て
い
る
。

【
背
景
】

　

過
去
３
年
減
り
続
け
て
い
る
の
は
、
異
常
に

増
え
た
天
候
災
害
の
影
響
が
あ
る
の
か
。
し
か

し
、
主
産
地
は
掘
り
取
り
作
業
な
ど
が
大
幅
に

機
械
化
さ
れ
て
、
か
つ
て
の
重
労
働
感
は
減
っ

て
い
る
。
あ
ま
り
に
も
不
自
然
だ
。
国
内
流
通

量
が
減
少
し
て
高
騰
し
て
い
る
と
い
う
状
況

は
、
東
京
市
場
で
は
73
％
の
断
然
ト
ッ
プ
の
青

森
の
輸
出
拡
大
戦
略
が
、
13
年
に
定
め
ら
れ
た

こ
と
と
無
関
係
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
あ
ま
り
に

も
国
内
出
荷
を
絞
っ
た
た
め
に
、
つ
い
に
17
年

に
は
年
間
平
均
単
価
が
４
６
３
円
と
史
上
最

高
値
と
な
っ
た
の
だ
。

【
今
後
の
対
応
】

　

10
年
間
対
比
で
は
青
森
産
の
入
荷
は
22
％
減

っ
て
い
る
。全
体
の
減
少
率
よ
り
さ
ら
に
高
い
。

そ
こ
で
17
年
の
秋
か
ら
国
内
市
場
を
見
直
し
、

18
年
に
入
る
と
明
ら
か
に
出
荷
が
増
え
、
１
～

９
月
の
前
年
同
期
比
で
19
％
増
。
そ
れ
で
も
同

期
平
均
単
価
は
３
３
９
円
を
保
持
す
る
。
も
と

も
と
出
荷
が
多
か
っ
た
３
～
８
月
期
に
出
荷
を

絞
っ
て
単
価
を
５
３
０
円
ま
で
持
ち
上
げ
た
。

産
地
の
出
荷
戦
略
が
ツ
ボ
に
は
ま
っ
た
が
、
こ

の
間
、
輸
出
を
増
や
し
な
が
ら
も
国
内
出
荷
を

減
ら
さ
な
か
っ
た
北
海
道
産
に
、
支
持
が
移
る

か
も
し
れ
な
い
。

【
概
況
】 

　

東
京
市
場
の
カ
ボ
チ
ャ
は
、
07
年
対

17
年
で
は
出
荷
量
は
18
％
減
、
単
価
は

19
％
上
が
っ
た
。
周
年
に
わ
た
っ
て
入

荷
し
て
い
る
が
、
出
荷
の
ピ
ー
ク
は
北

海
道
産
が
独
壇
場
の
９
～
10
月
で
あ
る
。
主
産

地
は
36
％
の
北
海
道
、
次
い
で
メ
キ
シ
コ
22

％
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
18
％
、
鹿
児
島
８
％

だ
が
、
全
体
量
が
減
っ
て
も
産
地
シ
ェ
ア
は
ほ

ぼ
変
わ
ら
ず
、
単
価
も
ほ
ぼ
同
値
だ
。
６
カ
国

か
ら
の
輸
入
品
割
合
は
４
割
前
後
。
周
年
で
需

要
が
あ
る
た
め
か
、
東
京
市
場
に
は
全
国
39
都

道
府
県
か
ら
入
荷
が
あ
る
。

【
背
景
】

　

他
の
品
目
は
土
物
だ
が
カ
ボ
チ
ャ
は
果
菜

類
。
し
か
し
、
イ
モ
・
ク
リ
・
ナ
ン
キ
ン
。
甘

く
て
ホ
ッ
コ
リ
し
た
秋
の
味
覚
で
あ
る
こ
と

に
変
わ
り
な
い
。
カ
ボ
チ
ャ
は
、
い
ま
や
周
年

供
給
さ
れ
年
間
を
通
じ
て
需
要
が
あ
り
、
ほ
ぼ

同
品
質
で
食
味
も
い
い
と
い
う
野
菜
の
代
表

的
品
目
だ
。
他
に
ア
ス
パ
ラ
や
パ
プ
リ
カ
の
例

も
あ
る
が
、
大
型
野
菜
と
い
う
意
味
で
突
出
し

て
い
る
。
い
つ
ど
こ
で
買
っ
て
も
、
砂
糖
や
み

り
ん
を
使
わ
ず
に
お
い
し
い
煮
物
が
で
き
あ

が
る
（
煮
上
が
り
も
早
い
）。
栽
培
技
術
も
揃

え
て
、
品
種
も
同
じ
だ
か
ら
だ
。

【
今
後
の
対
応
】

　

こ
れ
は
１
９
８
０
年
代
か
ら
、
海
外
で
開
発

輸
入
に
挑
戦
し
た
青
果
専
門
商
社
の
苦
難
の
歴

史
の
証
明
だ
。
メ
キ
シ
コ
や
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン

ド
の
生
産
現
場
で
、
種
苗
会
社
の
技
術
者
と
と

も
に
長
期
に
わ
た
っ
て
滞
在
し
て
技
術
移
転
し

た
成
果
で
あ
る
。
こ
の
カ
ボ
チ
ャ
の
事
例
は
、

す
で
に
同
様
の
動
き
が
出
て
い
る
が
、
い
ま
や

日
本
農
業
に
と
っ
て
の
大
き
な
ヒ
ン
ト
だ
。
日

本
の
優
良
な
種
苗
と
高
度
な
生
産
技
術
を
使
っ

て
、
海
外
に
生
産
を
拡
大
し
て
、
日
本
マ
ー
ケ

ッ
ト
へ
の
供
給
と
、
世
界
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
進
出

す
る
の
で
あ
る
。

蔵
性
も
あ
る
土
物
類
な
ど
の
収
穫
期
だ
。
果
菜
類
で
は
夏
場

に
生
育
し
て
養
分
を
蓄
え
て
秋
が
本
番
の
カ
ボ
チ
ャ
、
土
物

で
は
カ
ン
シ
ョ
、
サ
ト
イ
モ
、
ナ
ガ
イ
モ
も
待
ち
に
待
っ
た

収
穫
期
で
新
物
が
出
回
る
。
地
下
茎
が
食
用
の
こ
れ
ら
の
野

菜
類
は
、
比
較
的
気
候
の
変
動
に
は
強
い
。
秋
に
楽
し
み
な

野
菜
類
の
動
向
を
み
て
み
よ
う
。

流通
ジャーナリスト

小林  彰一
青
果
物
な
ど
農
産
物
流
通
専
門
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
。
㈱
農
経
企
画
情
報
セ
ン
タ
ー

代
表
取
締
役
。「
農
経
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
・
シ
ス
テ
ム
ズ
」
を
主
宰
、
オ
ピ
ニ
オ
ン
情

報
紙
『
新
感
性
』、
月
刊
『
農
林
リ
サ
ー
チ
』
を
発
行
。
著
書
に
『
日
本
を
襲
う
外
国

青
果
物
』『
レ
ポ
ー
ト
青
果
物
の
市
場
外
流
通
』『
野
菜
の
お
い
し
さ
ラ
ン
キ
ン
グ
』

な
ど
が
あ
る
ほ
か
、
生
産
、
流
通
関
係
紙
誌
で
の
執
筆
多
数
。

11 12（月）10987654321

量
（ｔ） （円／㎏）

2007年数量
2007年単価

2017年数量
2017年単価 価格 

2007年       11,708t
2017年         9,537t

600

700

800

900

1,000

1,100

1,200

0

100

200

300

400

500

600

カボチャ

11 12（月）10987654321

量
（ｔ） （円／㎏）

2007年数量
2007年単価

2017年数量
2017年単価 価格 

2007年       40,747t
2017年       33,477t
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３
年
続
け
て
減
少
し
て
高
騰
。
青
森
の
輸
出
戦
略
の
影
響
か


